賃貸住宅に引き続き居住することができない場合の申立書
申　立　書

平成　　年　　月　　日

　札幌市長　様
（申立人）

住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　　　印

　私が居住していた賃貸住宅が、平成30年北海道胆振東部地震により全壊の被害を受け、引き続き居住することができなくなりましたので、下記のとおり申し立てます。
　なお、災害援護資金の貸付決定後、この申立書に虚偽があることが判明した場合においては、決定を取消されても異議ありません。
記

１　被災家屋の所在地

２　居住できない理由（例：取り壊しを行うため）
３　現在の居住地
　
　
　



【家主証明欄】　


　　　


　上記のとおり、相違ないことを証します。





　（建物所有者）


　　　　　所在地





　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印








※申出書の様式は、任意のものでかまわない（本様式でなくとも可）








